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概要 

等粘性負荷とは速度に比例して増減する負荷

のことである（水中での運動を想像すると理

解しやすい）．これまで用いられてきたダンベ

ルやバーベル，等速性マシーンに比べて高速

運動時の筋力測定が可能であり，急激な負荷

トルクの変動がないため障害のリスクが低い

ことが特徴である．この負荷を利用すれば，

動的筋力測定だけではなく，スポーツやリハ

ビリ用のトレーニング負荷としても利用でき

ると考える． 

 

主な経歴：工学修士（立命館大学）

所属学会： 日本機械学会，日本ロボッ

ト学会，日本バイオメカニズム学会，日

本バイオメカニクス学会 

■ 内容 

 従来の研究では，人間の動的な筋力発揮能を計測する場合や筋力トレーニングをする場合に，等張性負

荷もしくは等速性負荷を用いる場合がほとんどであった．一方，本研究で用いる等粘性負荷は，従来負荷

と比較して物理的に有利な特性（高速運動時の筋力計測（図 1），滑らかなトルク変動）を備えている．

また，本研究では等粘性負荷を生成する

ために電動モータを使用し，これを機械

的インピーダンス制御することによって，

等粘性に極めて近い負荷を生成すること

が可能となっている． 
 現在のシステムは上肢肘屈曲伸展用

（単関節用）であるが，回転軸に運動方

向を変換する機構を組み込めば，多関節

運動に対応することも可能であり，本装

置の適用範囲を広げることができる．ま

た，等粘性負荷における筋の動的筋出力

特性が明らかにされれば，スポーツから

リハビリまで幅広い領域において筋力強

化のための負荷として利用可能となり，

また，新たな筋力評価指標の構築に資す

るものと考える． 
 

特許・共同研究等の状況 立命館大学伊坂研究室と共同研究 
希望する連携形態 共同研究 受託研究 その他 
希望提携業種 福祉，スポーツ，アミューズメント 

予測される技術成果・効果：高速・広範

囲の動的筋力計測の実現および新たな

筋力評価法・トレーニング法の開発 

事業化が期待できる分野：スポーツ，リ

ハビリ向け筋力評価・トレーニングシス

テム 

研究テーマ：等粘性負荷を用いた筋力計測・トレーニングに関する研究 
キーワード：等粘性負荷，筋力計測，筋力トレーニング，機械的インピーダンス制御 
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図 1 等速性，等粘性負荷による肘屈曲力の 3D マップ

等速性負荷 

等粘性負荷


